
令和７年度　八王子市立船田小学校　　学校経営報告書　　　　学校教育目標　　〇助け合える子　　◎健康な子　　〇深く考えやり通す子　　　◎進んで働く子

【目指す学校像】

【目指す児童像】

【目指す教師像】

基本方針・重点目標 評価方法 主なアンケート項目に関する評価基準
評
定

３学期評定 今年度の実態や改善に向けた次年度の方策

【学習指導】【適正な評価】【授業評価】肯定的な回答が９０％以上 A

【学習指導】【適正な評価】【授業評価】肯定的な回答が８０％以上 B

【学習指導】【適正な評価】【授業評価】肯定的な回答が60％以上 C

【学習指導】【適正な評価】【授業評価】肯定的な回答が60％未満 D

【授業評価】【学習指導】【適正な評価】肯定的な回答が９０％以上 A

【授業評価】【学習指導】【適正な評価】肯定的な回答が８０％以上 B

【授業評価】【学習指導】【適正な評価】肯定的な回答が60％以上 C

【授業評価】【学習指導】【適正な評価】肯定的な回答が60％未満 D

【適正な評価】【学習指導】【学級経営】肯定的な回答が９０％以上 A

【適正な評価】【学習指導】【学級経営】肯定的な回答が８０％以上 B

【適正な評価】【学習指導】【学級経営】肯定的な回答が60％以上 C

【適正な評価】【学習指導】【学級経営】肯定的な回答が60％未満 D

【人権教育】【生活指導】肯定的な回答が９０％以上 A

【人権教育】【生活指導】肯定的な回答が８０％以上 B

【人権教育】【生活指導】肯定的な回答が60％以上 C

【人権教育】【生活指導】肯定的な回答が60％未満 D

【いじめ防止対応】【生活指導】肯定的な回答が９０％以上 A

【いじめ防止対応】【生活指導】肯定的な回答が８０％以上 B

【いじめ防止対応】【生活指導】肯定的な回答が60％以上 C

【いじめ防止対応】【生活指導】肯定的な回答が60％未満 D

【特別支援教育】【環境整備】肯定的な回答が９０％以上 A

【特別支援教育】【環境整備】肯定的な回答が８０％以上 B

【特別支援教育】【環境整備】肯定的な回答が60％以上 C

【特別支援教育】【環境整備】肯定的な回答が60％未満 D

【特色ある学校づくり】肯定的な回答が９０％以上 A

【特色ある学校づくり】肯定的な回答が８０％以上 B

【特色ある学校づくり】肯定的な回答が60％以上 C

【特色ある学校づくり】肯定的な回答が60％未満 D

【小中一貫教育】【特色ある学校づくり】肯定的な回答が９０％以上 A

【小中一貫教育】【特色ある学校づくり】肯定的な回答が８０％以上 B

【小中一貫教育】【特色ある学校づくり】肯定的な回答が60％以上 C

【小中一貫教育】【特色ある学校づくり】肯定的な回答が60％未満 D

【地域推進】【情報提供】肯定的な回答が９０％以上 A

【地域推進】【情報提供】肯定的な回答が８０％以上 B

【地域推進】【情報提供】肯定的な回答が60％以上 C

【地域推進】【情報提供】肯定的な回答が60％未満 D

【経営方針】肯定的な回答が９０％以上 A

【経営方針】肯定的な回答が８０％以上 B

【経営方針】肯定的な回答が60％以上 C

【経営方針】肯定的な回答が60％未満 D

取組目標全て実施。保護者アンケート【経営方針】の肯定的評価
は９３．４％であった。また、教員の在校時間時間調査では、残業
時間が月５０時間を越える教員がさらに減少し、学校評価では
業務改善で１００％の肯定的評価であった。次年度もウェルビー
イングの合言葉をもとに、学校・保護者・地域の役割を明確にし
ながら、３者が協働して「子どもたちのよりよき成長と自立」を中
心に据えた学校教育の実現を図る。

保護者・地域との連
携

・学校運営協議会を要とした保護
者・地域との連携の推進

・学校運営協議会を年１１回確実に開催し、三校合同開催を実施する。
・「地域の子どもは地域で育てる」の意識を保護者・地域と共有し、青少年対策長房地
区委員会やPTAと協働した三校地域清掃活動・三校交流会に参画する。
・学校運営協議会企画の行事「おむすび大作戦」（年６回）「星空を見る夕べ」「カタクリ
を見る会」「座禅会」「漢字検定」「船田ビオトープの実現」を実施、大人と子どもが共に
参加できる活動を推進し、保護者・地域連携力を深める。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・協議会開催実施率
・取り組み状況

A

取組目標全て実施。地域・学校運営協議会委員の【地域推進】
については９０％以上の肯定的評価であった。保護者アンケート
【情報提供】の肯定的な評価は９３．４％を得ることができた。
様々な取組については、学校運営協議会の委員と学校支援ボラ
ンティアが連携し、企画運営に主体的参加し、地域や保護者の
反応も高評価であった。次年度は、学校支援組織図を明確に
し、より組織的な活動を図る。

職務・職場環境の改
善

・全教職員のライフワークバランス
の充実と職場環境の整備

・自己申告等の機会を活用し、教職員の職務意識やキャリアプランを確認し、４年先まで見据
えた組織全体のマネジメントを意図的・計画的に行う。
・教職員の業務を精選、軽減するとともに、職場環境の整備・教職員の意識改革を推進する。
・学校運営協議会で地域・学校・保護者の役割を共通理解するとともに、学校だよりや保護者
会等で教職員の働き方改革・職場環境の充実の推進・ウェルビーイングの考え方について周
知し、保護者や地域の方々の理解を図る。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・教員の在校時間調査
・取り組み状況

A

取組目標全て実施。保護者アンケート【小中一貫】の肯定的評価
は９１．７％であった。年度ごとに教職員や児童・生徒の交流活動
が定期的に行われるようになっている。次年度からは年間計画
に基づく、挨拶運動や児童会生徒会の小中合同の取組を実施
し、より児童・生徒が主体となり、将来、地域に貢献できる資質に
つながるような改善を図る。

<重点目標＞
健康な心と体

・保健指導・体力向上・食育など、
総合的に健康教育を推進すること
で、生涯にわたり心身共に明るく
健康な生活を送るための基礎を
培う。

・週一回の異学年交流活動「船体タイム」を設定し、児童が運動に積極的に親しみ、異
年齢集団の中で互いに体を動かす喜びを共有・感得できるようにする。
体力向上と運動の日常化を図る「体力向上週間」を設定し、持久走週間や大繩週間、
短縄週間の取組を実施する。自己の成長へ向けた取組を評価し、支援する。
・保健主任や食育主任が中心となり、教科指導における授業実践を計画し、心身健康
な生活に必要な知識を深める共に、実践意欲を高められるようにする。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・体力テスト
・教員による自己評価

A

取組目標全て実施。保護者アンケート【特色ある学校】では９２．
６％が肯定的評価であった。児童アンケート「学校が楽しい」の
項目では９０％以上となっており、元気に明るく学校生活を送っ
ている様子が伺える。「船体タイム」は毎週必ず１回は実施、体力
向上週間の取組では、全て学級が目標を定め、達成することが
できた。次年度は、健康な心と体の育成をさらに明確にし、取組
の改善を図る。

小中一貫教育の推
進

・義務教育９年間を見通した長房
中学校グループ（長房中、船田
小、長房小）における小中一貫教
育の推進

・長房中グループにおいて、「学習を大切にする子」「自他を大切にする子」「体を動か
すことを大切にする子」を目標に９年を見通してグループの全教員で義務教育終了
後、「社会の中でよりよく生きようとする子」の育成を目指し１０の取組を実施する。
・年間３回の小中一貫の日を設け、小中相互の授業参観及び意見交換により連携を
深める。また、6学年の中学校授業体験や部活動見学体験交流会を行う。児童会と生
徒会が協働し、八王子サミットで「自分たちの未来について」発表を行う。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・小中連携行事実施率
・取り組み状況

B

取組目標は全て実施。保護者アンケート【特別支援教育】では肯
定的評価は８６．７％であった。障害者理解教育を推し進め、学
校公開で保護者も含めた授業を実施した。次年度は、特別支援
教育が将来のキャリアで活用するコミュニケーションの力と同質
の意味をもつことを踏まえて、その必要性について学校だよりや
特別支援だより、保護者会等で啓発していく。

・いじめにおける組織的な未然防
止・早期発見・早期対応の徹底
・不登校における関係諸機関との
連携と個々の実態に応じた多様
で適切な支援の充実

・学校いじめ対策委員会を中心に「いじめを絶対に許さない」５つの方針を合言葉として、毎週
水曜日の「学校いじめ対策委員会」でいじめ案件だけでなく気になる児童についても情報を
共有し、いじめの未然防止、早期発見、早期対応のための手立てを組織的に講じる。
・「八王子命の大切さを共に考える日」を６月３０日に設定し、校長の講話や命の教育に関する
授業全学年で実施、学校全体で命の尊厳について考える取り組みを行う。
・不登校コーディネーターを中心に個票システムで不登校児童の情報共有に努め、改善の取
組を実施する。スクールカウンセラーやSSW・外部機関と連携した組織的な対応を行う。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・委員会、研修会等実
施率
・取り組み状況

A

取組目標は全て実施。児童アンケート「いじめや仲間外れをしな
いで友達と仲良くしている」の肯定的評価が１・２年生で９５％、３
年生以上は９６％であった。【いじめ】の項目については１６．８
パーセント向上した。５つの方対策方針を打ち出し、週一回のい
じめ対策委員会で一人ひとりの児童の状況に寄り添った結果、
いじめの数自体は増えたが、申告ないじめに発展することが少
なかった。さらに保護者連携を行う。

・一人ひとりの教育的ニーズに的
確に応える特別支援教育の充実

・校内研究における個別最適な学びやユニバーサルデザインの視点から見た授業改善を図
る。
・校内委員会が中心となり、特別支援コーディネーターを活用しながら、特別支援教室や家庭
と連携して学校生活支援シートや連携型個別支援計画を作成する。
・特別支援教育に関する研修を計画・実施し、個に応じた支援の在り方や授業の中での具体
的実践方法について教育の理解を深め、一人ひとりの児童にとってよりよい支援を行う。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・校内研修実施率
・取り組み状況

B

取組目標は全て実施。児童アンケートでは、「友だちとなかよく」「きま
りを守ること」「学校が楽しい」で全学年の肯定的評価は９０％以上
であった。保護者アンケート【人権教育】【生活指導】でも同様に肯定
的評価が９０％以上となり自己肯定感や達成感をもたせる教育の成
果が高まっている。キャリアパスポートのICT化を実施し、【キャリア
教育】についても１４．９ポイントの向上を図ることができた。さらに
キャリア教育と関連付けた生き方教育を進める。

・指導形態や指導体制の工夫、習
熟度別指導や補習教室指導の充
実を通した基礎基本の確実な定
着

・学習サポーターや支援ボランティアの拡充を図るとともに、支援者を効果的に配置
し、個別指導や習熟度別指導を充実させる基礎学力の向上を図る。
・「八王子市学力定着度調査」の結果を分析し指導法の改善を図る。はちおうじっ子ミ
ニマムの満点者を９０％以上達成し、学習内容を確実に習得できるようにする。
・３年生から６年生は全児童が国語科・算数科を中心とした放課後の補習教室（船学
タイム）を実施する。（週３回）夏季休業中に夏季補習教室を実施する、（３日間）

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・各種学力調査
・習熟度別指導実施率
・取り組み状況

B

取組目標は全て実施。項目全てで９０％以上となった。八王子市
学力定着度調査では、前年度とほぼ同様で国語・算数ともに市
の平均よりも低かったが差は少なくなっている。次年度は、基礎
基本の確実な定着に向けて、指導形態や指導体制をさらに工夫
する必要がある。特に児童の主体的な習熟のための学習姿勢の
定着や学習支援者による個に応じた指導。低学年における少人
数指導の実現など、補習的な内容が必要となる。

豊かな心

・道徳科における道徳的諸価値を
深化。また、特別活動も含めた教
育活動全体を通じた自己のよりよ
い生き方を考えさせる指導の充実

・道徳教育全体計画及び別葉を基に教育活動全体を通した道徳教育を計画的に実施、全ての行事にお
いてもその意義や道徳的諸価値を意識した指導の充実を図る。
・異年齢集団による縦割り班活動・兄弟学年行事を重視し、望ましい人間関係を築く力やリーダーシッ
プ・フォロワーシップを育て、自己のよりよい生き方について考えられるようにする。
・「船田小スタンダード（生活編）」を全教職員で共通理解し、基本的な生活習慣の定着を図る。児童が自
ら考えて生活指導上の課題に取り組める指導の工夫を組織的に進める。
・上記の取組についてキャリアパスポートと関連付け自己の成長を実感できる教育活動を推進する。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・道徳授業、特別活動
授業実施率
・取り組み状況

A

取組目標は全て実施。項目全てで９０％以上。児童アンケート
「授業の内容は分かりやすい」の項目において、１・２年は９１．
３％、３年以上は９３．２％が肯定的評価であった。保護者アン
ケート【学習指導】においては９０．１％が肯定的評価であった。
ICTの活用を日常的に活用、個別最適な学びを視点とした授業
改善や教職員の相互OJTで積み重ねた成果を得た。保護者ア
ンケートでは９０％の肯定的評価を得た。指導の基礎として活用
する。

・学習に主体的に取り組み、学び
に向かう人間性を育てるとともに、
粘り強く努力する児童を育てる。

・「船田スタンダード（学習編）」を活用し、学習規律・学習習慣を確実に身に付け、主
体的に学ぶ意欲をもたせるようにする
・宿題や家庭学習の仕方・取組を明確にし、児童の家庭学習習慣の定着を図る。
・児童の実態に即したスモールステップを重視した意図的・計画的指導を行うととも
に、共に学ぶ仲間との協働作業を通じて、学びの達成感や成就感を味わえるようにす
る。

・週ごとの指導計画
・授業時数報告
・授業観察、研究授
業、研修実施率
・学校評価アンケート
・取り組み状況

A

取組目標は全て実施。児童アンケート「すすんで授業に参加して
いる」の項目において、全学年が９５％以上。「難しいことでも、
最後まで諦めずに取り組んでいる」では、１・2年は８９．６％、3年
以上は９６％の肯定的評価であった。保護者アンケート【粘り強く
取り組む】では、９１．８％が肯定的評価であった。次年度は、
ICTとノート・プリントを活用した家庭学習習慣の定着と「主体的
で深い学び」の学習姿勢を目標とする。

確かな学力

・主体的・対話的で深い学びの実
現に向けた授業改善を行い、学習
の基礎となる資質・能力を育成す
る。

・１人１台の学習用端末でドリル型学習コンテンツや授業支援ツールを用いた発表等、日常的
に端末やアプリケーションを効果的に活動した授業を実施する。
・個別最適な学びと協働的な学びを視点とした校内研究を実施、対話的な学びやICT活用等
の推進、学習形態や指導法の工夫等の授業改善を行い、学習の基礎となる資質・能力を育
む。
・授業観察（年３回）やOJT研修会（年間１０回）を通して日々の授業力向上・改善に努める。

・保護者アンケート
・地域アンケート
・児童アンケート
・各種学力調査
・取り組み状況

A

「明るく豊かな心をもち、生命を大切にし、人間を愛する教育を基盤とした子どもの育成を目指す」
〇学びたくなる学校
〇通わせたくなる学校
〇誇りに思う学校
〇勤めたくなる学校

〇他者を思いやり、助け合える児童　　◎心身ともに健康な児童　　〇自ら学ぶ姿勢をもち、よく考えることができる児童　　◎自己の責任をすすんでやり切ろうとする児童

〇子どもたちの伸長を喜び、明日の子どもたちとの出会いを大切にする教師　〇互いに協力・尊敬し合い、一致団結して職務の遂行に責任をもってあたる教師　〇「向き合うこと」「自分事として考えること」を重視し、保護者・地域と協働
して教育にあたる教師

中期的目標と方策 今年度の取り組み目標と方策（教育活動の目標と方策及び重点目標と方策）


